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会議録目次




招集告示

会期及び日程

上程案件

第1号議案　助役の選任の同意について

第２号議案　専決処分の承認を求めることについて

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

上程案件処理結果

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

１月２５日

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程

○　会議に付した事件

○　開会・開議

○　選挙管理委員の紹介

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の氏名

○　会期決定（１日間）

○　仮議員の選任

○　委員会審査報告

建設委員長（第１２２号議案　市有建物を無償貸付けすることについて）

○　表決

○　提案理由の説明

総務部長（第１号議案　助役の選任同意について）

○　討論

瀬長フミ議員（反対）

○　表決

○　提案理由の説明

建設部長（第２号議案　専決処分の承認を求めることについて）

○　質疑

黒潮隆議員

建設部長

○　表決

○　助役のあいさつ

（休憩・再開）

○　請願付託

（不当、不法免職の撤回について）

○　緊急質問

（不当、不法免職の撤回について）

儀間真祥議員

総務部長

市長

仲本安一議員

総務部長

市長

金城重成議員（動議提出）

○　閉会

～～～～～～～～～～～～～～








那覇市告示第２号

１９６６年１月２２日




　第７８回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。




那覇市長　　西銘順治




記

１．日時　　　　　　１９６６年１月２５日（火）午前１０時

２．場所　　　　　　那覇市議会会議室

３．付議事件

(1)　助役の選任の同意について

(2)　専決処分の承認を求めることについて

(3)　市有建物を無償貸付することについて







第７８回那覇市議会臨時会会期日程




１９６６年１月２５日　１日間






	年

	月

	日

	曜

	種別

	日程

	摘要




	1966

	1

	25

	火

	本会議

	議案上程・説明聴取

質疑・討論・表決

	









本会議　　　　１日間












第78回那覇市議会会議録







臨時会










上程案件









議案第　　１　　号




助役の選任の同意について




　次の者を助役に選任することについて同意を求める。




１９６６年１月２５日提出




那覇市長　 西銘順治




記




那覇市字松川２５７番地

古堅宗徳

那覇市字繁多川３６５番地の１

新垣義徳




（提案理由）

　助役の任期が満了するので、あらたに助役を選任する必要があり、上記の者は適任と思料するので、この案を提出する。




履歴書




本籍　　　　沖繩県那覇市東町２丁目４３番地

現住所　　　那覇市字松川２５７番地

古堅宗徳

１９１６年１０月１３日生




学歴




１９３５年　３月　　　　沖繩県立第二中学校卒業

１９３９年　３月　　　　中央大学専門部法学科卒業

１９４１年１２月　　　　同大学経済学部卒業　経済学士号授与

１９５６年　６月　　　　琉球法曹会々員登録（弁護士資格取得）

１９６１年１２月　　　　計理士登録




経歴




１９４２年　３月　　　　那覇市立第二商業学校教授嘱託

１９４３年　４月　　　　同校教諭

１９４８年１１月　　　　民政府法制審議会主事

１９５０年１１月　　　　沖繩群島政府法務部刑政課長

１９５２年　４月　　　　琉球政府法務局刑政課長

同年　　　　９月　　　　沖繩刑務所長

１９５３年　４月　　　　法務局次長

１９５４年　６月　　　　琉球上訴裁判所事務局長

１９６２年　２月　　　　那覇市助役




履歴書




本籍　　　　沖繩県国頭郡国頭村字宜名真５番地

現住所　　　那覇市字繁多川３６５番地の１

新垣義徳

１９２０年３月２５日生




学歴




１９３９年　３月　　　沖繩県立第三中学校卒業

１９４２年　９月　　　日本大学専門部商科卒業




経歴




１９４７年　３月　　　鹿児島機帆船運送株式会社就職

１９５２年　２月　　　同社退職

同年　　　　３月　　　中央タクシー株式会社入社

１９５３年　１月　　　沖繩モータース株式会社販売部長

１９５４年　４月　　　中央タクシー株式会社取締役社長

１９５５年　３月　　　沖繩モータース株式会社退社

１９５８年　４月　　　運輸審議会委員

１９６０年　３月　　　同委員任期満了

１９６１年　１月　　　中央タクシー株式会社解散

同年　　　　１月　　　中央タクシー合資会社設立

同年　　　１１月　　　中央労働委員会委員

１９６２年　２月　　　那覇市助役

同年　　　　４月　　　中央労働委員会委員辞任

同年　　　　７月　　　中央タクシー合資会社退社

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






議案第　２　号

専決処分の承認を求めることについて

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、下記事項について別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により、これを報告し、承認を求める。

１９６６年１月２５日提出

那覇市長　西銘順治

記

１　工事名　　　　　　建設運輸局～沖繩タイムス間道路新設工事

２　契約の相手方　　　合資会社三球商事代表者　　比嘉　光元

３　既定工期　　　　　議決の日から２０５日

（１９６５年６月２１日から１９６６年１月１１日まで）

４　更新する工期　　　議決の日から１９６６年５月３０日まで

（提案理由）

　この工事は１９６６年１月１１日に完成する予定であつたが、マネング社の土地および建物の収用について予想以上の期日を要したため、既定の工期内に完成する見込みがないので、工期の延期方議会の同意を得るべきであるが、工事の継続施行上急を要し、議会を招集する暇がないものと認め、専決処分したので、この案を提出する。

専決処分書

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、建設運輸局～沖繩タイムス間道路新設工事の契約変更について急施を要し、議会を招集する暇がないものと認めるので、次のとおり専決処分する。

１９６６年１月１２日

那覇市長　西銘順治

記

１　工事名　　　　　　建設運輸局～沖縄タイムス間道路新設工事

２　契約の相手方　　　合資会社三球商事

代表者　比嘉光元

３　既定工期　　　　　議決の日から２０５日

（１９６５年６月２１日から１９６６年１月１１日まで）

４　更新する工期　　　議決の日から１９６６年５月３０日まで

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












第78回那覇市議会会議録







臨時会










上程案件　処理結果







第７８回那覇市議会（臨時会）処理結果




	１９６６年１月２５日　　　
	（午前１０時　０分　開会）

	（午前１１時３７分　閉会）







１．本会議

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	66

	1

	25

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	19番議員

20番議員




	〃

	〃

	〃

	


	会期を定めることについて

	〃

	１日間




	〃

	〃

	〃

	


	仮議長の選任を議長に委任することについて

	〃

	同意




	〃

	〃

	〃

	122

	市有建物を無償貸付けすることについて

	市長

	同意




	〃

	〃

	〃

	1

	助役の選任の同意について

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	2

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	承認




	〃

	〃

	〃

	請願

	不当、不法免職の撤回について（請願）

	那覇市労組執行委員長岸本忠三郎

	総務委員会付託




	〃

	〃

	〃

	緊急質問

	不当、不法免職の撤回について

	6番議員

	質問

















第78回那覇市議会会議録







臨時会










１月２５日（火曜日）





１９６６年第７８回那覇市議会会議録（臨時会）




○１月２５日（招集日）

	（午前１０時　０分　開会）

	（午前１１時３７分　閉会）









○出席議員（２７名）





	　２番
	椿秀義君
	１８番
	大山盛幸君


	　４番
	喜舎場盛一君
	１９番
	又吉久正君


	　５番
	山川正平君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　６番
	儀間真祥君
	２１番
	金城重正君


	　７番
	瀬長フミ君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　８番
	黒潮隆君
	２３番
	喜久山朝重君


	　９番
	友利栄吉君
	２４番
	平良真次郎君


	１０番
	吉浜朝一君
	２５番
	高良一君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２６番
	比嘉佑直君


	１２番
	金城庄瑞君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２８番
	平良亀助君


	１５番
	久高友敏君
	２９番
	辺野喜英興君


	１６番
	仲本安一君
	３０番
	渡口麗秀君


	１７番
	金城吾郎君







○欠席議員


	　１番
	安見福寿君
	１４番
	宮良永昌君


	　３番
	大浜長弘君







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○説明者


	市長
	西銘順治君


	第一助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	総務部長
	城田清才君


	企画部長
	新里博一君


	経済民生部長
	慶佐次盛宏君


	建設部長
	花城直政君


	水道部長
	玉城定仁君


	人事課長
	渡久地敬正君


	建設庶務課長
	宜野座朝恭君


	区画整理課長
	当間林徳君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	新垣襄二君


	議事課長
	玉城三郎君


	議事係長
	屋嘉比柴達君


	調査係長
	新垣繁君


	記録係長
	山城正信君


	記録係
	長嶺善勇君


	　〃　
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






１９６６年第７８回那覇市議会（臨時会）議事日程第１号

１９６６年１月２５日（火）午前１０時開議

第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　会期を定めることについて

第３　　　仮議長の選任を議長に委任することについて

第４　　　議案第１２２号市有建物を無償貸付けすることについて

（建設委員長審査報告）

第５　　　助役の選任の同意について

（市長提出議案第１号）

第６　　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第２号）

追加第１　不当、不法免職の撤回について（請願）

追加第２　不当、不法免職の撤回について

（緊急質問　議員儀間真祥）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○会議に付した事件

第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　会期を定めることについて

第３　　　仮議長の選任を議長に委任することについて

第４　　　議案第１２２号市有建物を無償貸付けすることについて

（建設委員長審査報告）

第５　　　助役の選任の同意について

（市長提出議案第１号）

第６　　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第２号）

追加第１　不当、不法免職の撤回について（請願）

追加第２　不当、不法免職の撤回について

（緊急質問　議員儀間真祥）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　選挙管理委員の紹介をいたします。第７７回議会において当選された選挙管理委員の紹介をいたします。

「選挙管理委員登壇」








○赤嶺　正一君

　ごあいさつ申し上げます。去つた１１日の本会議におきまして皆さま方多数のご指示をいただきまして私達５名が選挙管理委員に選任されました。

去る１９日委員互選によりまして不肖赤嶺正一が再び委員長に就任することになりました。私達は選挙法の趣旨に従いまして選挙の管理、執行をさらに勉強してゆきたいと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。それでは１人１人ご紹介いたします。右の方が宮里政林さんでございます。次の右の方が泉水朝吉さんでございます。私から左の手前が喜久山朝臣さんでございます。最後に左の方が前原実さんでございます。どうぞよろしくお願いいたします。　　　（拍手あり）

　これより本日をもつて招集された１９６６年１月の第７８回那覇市議会、（臨時会）を開会いたします。

ただちに本日の会議を開きます。

　本日の日程はお手許に配付してある議事日程第１号のとおりであります。

１月２２日付、那企庶第３９８号「議案の送付について」及び１月２４日付、那企庶第４１９号「議案説明者について」の文書が送付されておりました。

　議案はお手許に配付してあります。議案の説明者は市長ほか１０名となつております。

1月２２付で建設委員長から会議規則第７３条の規定による「委員会審査報告書」が提出されておりましたので写しをお手許に配付してあります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



　日程第１「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。

本日の会議録署名議員は会議規則第１１６条の規定により議長において、又吉久正君、赤嶺慎英君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第２、会期を定めることについて。会期は２５日１日と決定いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第３、仮議長の選任を議長に委任することについてを議題としてお諮りいたします。局長をして説明いたさせます。






○事務局長（義永　栄善君）

　仮議長の選任については市町村自治法第４６条第３項の規定を適用いたしまして議会の選挙として皆さんから議長に一任してもらうような処置を講じたいということで提案してあります。

理由といたしましては、議長が出張中、副議長が事故の場合、たまたま執行当局において急施事件が起こり臨時議会招集の処置をとらなければいけないという場合に議長の職務を行うものがいない。その場合に自治法第４６条第２項からしますと仮議長を選挙するというのがございますが、その選挙をする場合に時間的ないろんな問題が出ますのでそういうわざわいをなくし、また、そういう事故を想定して１会期ごとに仮議長の選任を議長に委任し指名してもらい議長の不在中を処置するという建前をとる意味において市町村自治法第４６条第３項を適用して議長の選挙としてお諮りしたわけでございます。よろしくお願いいたします。




○議長（高良　一君）

　本件につきましては議会運営委員会でも十分審議がつくされておりますので御承認をお願いしたいと思います。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　御異議なしと認め日程第３、仮議長の選任を議長に委任することについては同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第４、議案第１２２号、市有建物を無償貸付けすることについてを議題として建設委員長の報告を求めます。






○平良　亀助君

　議案第１２２号「市有建物を無償貸付することについて」委員会の審査および結果を御報告いたします。

　本件について当局の説明によりますと旧区画整理課の建物を教育委員会の要請により無償貸付したいとのことであります。それで教育委員会の事務局長を招き該建物の要、不要の意思を質したが、当分の間必要であるとの説明がなされたのであります。

本案についての質疑、答弁の主なるものを申し述べますと、

質疑　去る１月４日の本会議で問題になつた旧区画整理課建物は不要であり撤去してもらいたいとのことに対し、当局の見解如何

答弁　教育委員会の当初の申入れは土地と建物一切を無償貸与させてもらいたいという話合がなされ、議案を提出した。市としては、当初話合つた通り無償貸付けすることにした。

質疑　該建物を撤去しないで４月開校には支障がないか、そして運動場は使用できるか。

答弁　教育委員会の事務局長の説明によりますと、開校にあたつては支障はない。

　以上でありますが委員会の要望として該建物は区画整理地域の地主の財産であるので、貸付後に処分するときは、地主の財産を守り、尊重する意味において十分に検討し、財産処分の条例等に抵触しないような合法的な措置をとられたい。以上要望を付して、当局の意向を了承し、全会一致原案どおり同意すべきものと決定した次第であります。

　よろしく各位の御賛同を得たいのであります。




○議長（高良　一君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑討論なし」、「進行」、という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑討論なしと認め採択に入ります。

本案についてはただいまの委員長報告どおり同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

〇議長（高良　一君）

　日程第５、助役の選任の同意について市長提出議案第１号を議題として当局の説明を求めます。






〇総務部長（城田　清才君）

　議案第１号、助役の選任の同意について御説明を申し上げます。

市町村自治法第１００条の規定によつて助役の任期は４年となつております。

現在の両助役は１９６２年２月１日に選任され来たる１月３１日をもつて任期満了となります。任期満了に伴つて新たに助役を選任するに当たりまして今までの両助役が最適任と思われますので市町村自治法第９９条の規定する議会の同意を求めるために提案したのでございます。

よろしく御審議の上同意下さるようお願いいたします。




〇議長（高良　一君）

　ただいまの説明に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」という者あり）




〇議長（高良　一君）

　質疑を終結し討論に入ります。






〇瀬長　フミ君

　議案第１号について反対いたします。理由は、助役に対しましては人物の評価は別といたしまして現在行われている那覇市役所の職員１３名の首切りに対し西銘市長とともに協力してやつていることに対しまして私達は協力することはできないと思うのであります。反対をいたします。

（「進行」という者あり）




〇議長（高良　一君）

　討論を終結して採決に入ります。日程第５、議案第１号、助役の選任の同意について賛成の方の起立を求めます。　（起立多数）






〇議長（高良　一君）

　絶対多数であります。日程第５、議案第1号、助役の選任の同意については原案通り同意することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

〇議長（高良　一君）

　日程第６、専決処分の承認を求めることについて、市長提出議案第２号を議題として説明を求めます。






〇建設部長（花城　直政君）

　議案第２号、専決処分の承認を求めることについて御説明申し上げます。この工事は元建設運輸局横からマネング社所有の貸住宅敷地を通つて久茂地十字路間の道路新設工事であります。６５年の６月２１日に議会の同意を得まして、合資会社三球商事代表者比嘉光元と本契約を締結いたしまして、１，９６５年の６月２７日に工事を着手したのであります。けれども、工事に支障を来たすマネング社所有の土地及び建物の補償問題解決について予想以上の期日を要しまして規定の工期内に完成することができなかつたのであります。工期変更につきましては政府の承認を得なければなりませんので６５年の１２月２９日に工期変更の申請をいたしました。ところが６５年の１月１１日の１６時５０分項口頭で承認の通知を受けたのであります。工期の延期につきましては議会開会中の本会議に提案して同意を得べきでありましたけれども時間的な余裕がなくて不可能でありましたので、工期との関連上急施を要し専決処分をしたのであります。よろしく御審議のほどお願いいたします。




〇議長（高良　一君）

　ただいまの説明に対して質疑に入ります。






〇黒潮　隆君

　ただいまの部長の説明では、建物と土地の補償について話し合いが長引いたということで工期内に工事を施行することができなかつた。それが、１１日の午后１６時頃承認の通知があつて第７７回定例会が１月１１日に開かれておりましたが、そのときに提案することができなかつたというふうな理由を述べておられますが、この工事が工期内の１月１１日にどうしても間に合わないということが市当局として解つたのはいつ頃かという点をお伺いしたいと思います。






〇建設部長（花城　直政君）

　先ほど、提案理由の説明を申し上げましたがその中で６５年の１月１１日、１６時５０分と説明申し上げましたが間違いであります。これは、６６年の１月１１日去つた本会議の最終日であります。ご訂正申し上げます。

ただいまの御質問でございますが最初この工事はどうしても収用法の手続きをとらなければいけないということで最初から予定されておりまして、大体３カ月ぐらいでは収用法の手続きを完了して撤去できるものという予想で請負人と話し合いをして工事の契約をやつたのであります。

ところが、その３カ月の予定が相当延びましたのでどうしても１２日までの期限ではできなかつたということであります。やはり収用法というのは正規な手続きを経て収用審査の採決をいただかなければ着工できませんので最初の予定どおりいかなかつたのがこの延期を認めてやらなければならなかつた理由であります。




〇黒潮　隆君

　本員が聞いているのは土地や建物の補償について折り合いがつかなかつた。従つて、収用法を適用してやりたいというふうな準備をしていたという説明でございましたが、こういうふうな話し合いがまとまらない段階で、どうしてもこの工期内では工事が完成しないというふうな見通しをいつ頃からもつていたかということでございます。




〇建設部長（花城　直政君）

　これは６５年の１０月頃からできないものと考えておりまして、それから工期の延期の申請なんかを考えたわけでありますけれども、申請をいたしましたのが６５年１２月２９日であります。それで結局すぐできるものだというように考えておりましたけれども、工期の延期の承認がすぐくるものと考えておりましたが、やはりいろいろ事情がありまして返事が参つたのが去つた１月の１１日の１６時５０分ということになつております。




〇黒潮　隆君

　今年の１月１１日の１６時には、いわゆるこの工事者との話し合いがついたということになりますね。




〇建設部長（花城　直政君）

　指令が来たわけであります。




〇黒潮　隆君

　この工事を進めるに当つてはやはり、収用法を適用して工事を進めるわけでございますか。（「討論なし」という者あり）






〇議長（高良　一君）

　それでは質疑を終結し、討論を省略して採決に入ります。

日程第６、専決処分の承認を求めることについて、市長提出議案第２号について原案を承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

〇議長（高良　一君）

　先ほど議会の同意を得ました助役のあいさつをお願いいたします。




〇議長（高良　一君）

　休憩いたします。

	（午前１０時２９分　休憩）

	（午前１０時３０分　再開）




〇議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。助役の御あいさつがございます。

（古堅宗徳君、新垣義徳君登壇）






〇古堅　宗徳君

　本日の議会で大多数の同意を得まして、２月１日をもちまして助役に執任しますことを喜こびに存ずる次第でございます。

過去４カ年に賜わりました御好意に対しましてもあつく御礼申し上げる次第でございます。

　今後４カ年市長を中心にしまして誠心誠意市政にあたる覚悟でございます。どうか今まで以上に御指導御鞭撻あらんことをお願いいたしまして御あいさつにかえる次第でございます。ありがとうございました。

（拍手あり）






〇議長（高良　一君）

　休憩します。

	（午前１０時３１分　休憩）

	（午前１０時３３分　再開）






〇議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

本日付で那覇市職員労働組合執行委員長岸本忠三郎から不当、不法免職の撤回についての請願書が提出されておりますので写しをお手元に配布してあります。おはかりいたします。

　本件については総務委員会にその審査を付託して閉会中の継続審査にしたいと思つておりますが、何かこの点について質疑がございますか。




〇儀間　真祥君

　ただいま議題になりました。（「まだ配布されてないよ」「まだ議題になつていない」「休憩して下さい」という者あり）　（議場騒然）




〇議長（高良　一君）

　休憩いたします。

	（午前１０時３８分　休憩）

	（午前１１時　２分　再開）




〇議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

　本日付で那覇市職員労働組合執行委員長岸本忠三郎から不当、不法免職の撤回についての請願書が提出されておりますので写をお手元に配布してあります。

　おはかりいたします。本件は総務委員会にその審査を付託して議会閉会中の継続審査を行わしめることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認め不当、不法免職の撤回についての請願は会議規則第８７条の規定により総務委員会にその審査を付託します。

（「議長６番」という者あり）




〇儀間　真祥君

　不当、不法免職の撤回について緊急質問をしたいと思いますので日程追加し発言をお許し願います。

（「賛成」という者あり）




〇議長（高良　一君）

　ただいま儀間議員より不当、不法免職の撤回について緊急質問したいとの動議が出ております。６番議員。

（「議題に上げなさいよ」という者あり）




〇議長（高良　一君）

　休憩します。

	（午前１１時　３分　休憩）

	（午前１１時　５分　再開）




〇議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

おはかりします。日程に追加し、さよう取りはからうことに御異議ありませんか。　（「異議なし」という者あり）






〇議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。よつて追加第２、不当、不法免職の撤回についてを議題として儀間議員の発言を許します。






〇儀間　真祥君

　現在１３名の市職員に対しまして解雇通知が出ております。その中には那覇市職員分限及び懲戒に関する条例第４条によつて解雇するというふうにだけなつておりますけれども、この場合に一応市の職員、すべての労働者階級、この人に解雇通知を出されたということはこの人達が生活の道を継れるということと相通じております。

　その意味におきましてこの解雇を言渡すという点についてははつきりした理由を明示してゆくと、要するに懲戒委員会においてもはつきりした理由があつて明示されて、そうすべきだと思います。

　この場合に、現在の解雇通知には何も辞令も何も行つていない。それでこの市職員の分限及び懲戒に関する条例４条だという、ただこれだけ示されておりますけれども、この理由についてはつきり明示してもらいたい。一つこれを説明して下さい。






〇総務部長（城田　清才君）

　ただいまの６番議員の御質問にお答えいたします。

　解雇の理由を明示してもらいたいということですが、職員の分限及び懲戒に関する条例の施行についての通達が出ておりますが、この中におきまして理由を明示しなければならないという意味は単に根拠条文を示せばいいというふうに理解をしておる次第でございます。

　さらに、なおこの間組合との団交を２回程もつておりますが、その間におきましても市長並びに助役からは、この処分の理由につきましてはそれぞれ理由は違うわけでございますが、どういつた点であるということにつきましては団交の段階におきまして十分説明されておるわけでございます。

　なお理由をつけろということですが、この件につきましては、日本の場合は地公法第４９条によりまして不利益処分をする場合には理由書を交付しなければならないという義務付けがあるのでございますが、沖縄の場合は不幸にして地公法の制定がないためにこの説明書を送る必要がないということになるわけでございます。

　昨日組合との団交の結果に基ずきまして市長は組合の切なる要望がございましたので、できるだけ早目に回答してもいいというふうなことを言つておられます。




〇儀間　真祥君

　今の御説明を聞きますというと、内地の地公法こういうふうなものによりますと、不利益処分をする場合は理由を明示しなければならないというふうになつておりますけれども、この条例の解釈、これからいうと別にそういう義務付けがないというふうな説明であります。その後になつて理由を明示してゆくということでございますけれども、この場合に従来まで、たとえば前に消防職員、この人たちの免職されたということが通知されました。その場合にははつきりと理由を明示してあります。

　今度の場合でも理由を明示してしかるべきじやないかというふうに考えます。それと同時に近いうちに理由を明示するように、各１３名の職員に送付するということをここで答弁されておりますけれども、この場合に沖繩人民党の常任委員会、そこで市長に対しまして解雇の撤回、それと同時にこの問題について抗義するということで市長室に行きました。そのとき市長は不在でございましたので助役に会つた。その場合にはつきりした、２、３日うちに理由を明示するということでございました。

　しかしながら実際に解雇通知はいつておるけれども、まだはつきりした理由を明示されていないというようになつております。

　この場合にいかなる問題があつても、こういう不利益処分、それをする場合には自分の部下であろうが何であろうが一応はつきりした。どういう理由であんたは解職するんだというふうなことがあるべきじやないかというふうに考えます。

　これをいつまでに解雇理由を通知していくか。その点を明示してもらいたい。




〇総務部長（城田　清才君）

　先ほど私がお答えいたしましたとおり、できるだけ早く回答したいというふに考えております。




〇儀間　真祥君

　今の場合に部長の御説明ではですね、解雇通知しているというふうな説明がございましたが、私の言うのは、本員が聞いておりますのは、一応解雇する理由、これを明示してもらいたいという意味であつて解雇はすでに通知されております。　（「議長休憩して下さい」という者あり）




〇議長（高良　一君）

　休憩します。

	（午前１１時１１分　休憩）

	（午前１１時１２分　再開）




〇議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。






〇市長（西銘　順治君）

　ただいまの御質問に対しましてお答えいたします。

　解雇の通知の場合に根拠となる条文を示せば足りるということでございまして、その理由は必要要件になつておりません。

　ただこの間の団交におきまして組合側のたつての要望でございますのでできるだけ早くその理由を各個人個人あてに通知したいとかように考えております。




〇儀間　真祥君

　今理由をできるだけ各個人に送付するということでございますが、その場合に、これは私はできるだけ早く２、３日うちにやつてもらいたいというふうに考えます。

　ベトナム戦争政策を進めてゆくその場合にはどうしても現在の沖繩における基地、これを維持しなければいけない、その中で一番障害になるのは地域の、自治体に働く労働者、この人たちの団結が一番こわい、これを何とかして押しつぶしていこうというふうな意図であります。

　現在読谷の黙認耕作地も新しく今撤回すると、今まで解放しておつたのを解放しなくて黙認耕作をさせないというふうなことが出ておるし、この次には今の新しく具志川のコンブ部落の所でも出ております。

　それからきたるべき主席選任の議会、これもあります。そういうふうな中でこの場合の問題です。一応今の労働者を本当に団結させた場合、このような選任も十分にできない、だからして今のうちに押しつぶしていくという意図に基づいて市長はその走り使いになつたもんだと私は考えます。その意味からいつてはつきりした理由を明示してもらいたい。




〇市長（西銘　順治君）

　お答えいたします。解雇の問題については何もベトナム戦争とは関係ございません。（「笑声あり」）また先ほどからいわれる労働者の団結に対しまして、これを破壊する、これの分裂をまねくといつたような意思は毛頭ありません。






〇仲本　安一君

　ただいまの６番議員の質問に対しまして市長及び総務部長の答弁について明確性を欠くところがありますので関連質問をいたしたいと思います。

　まず総務部長が御答弁になられましたときに、総務部長の依命通達によるとその解雇の理由を説明しなくちあならないということがありますけれども、これは単なる適用条項、適用条文だけを明示すればいいんであつてその内容は明示しなくていいというような解釈をしておるような御答弁でありましたけれども、これはどこの解釈であるか、これはどこの何に基づいてどういう解釈をしておられるかお尋ねいたしたいと思います。






〇総務部長（城田　清才君）

　お答えいたします。この件につきましては日本政府の、いわゆる政府の見解でございます。（「笑声あり」）




〇仲本　安一君

　ただいま総務部長は政府の見解ということで、日本政府の見解ということですが、ただ日本政府といたしましてもいろいろ各省もございますし、日本政府の何省のどういつたような行政実例というようなことがないとはつきりしないわけでございます。

　それは後程関連するといたしまして、まず先ほど総務部長が答弁のありました１９６０年の１０月７日付の総務部長依命通達、それによりますとはつきりとその免職の理由は明示するとともに、明らかにし辞令を交付して行なわなければならないということがあります。

　その免職の理由というのは関連条項だけを示せばいい、すなわち４条の４項を示せばいいということでございますが、その４条４項を適用する理由は何であるか、するとなぜ辞令を交付していないのか。この点をお尋ねいたします。




〇総務部長（城田　清才君）

　先ほどの件も関連して説明を申し上げたいと思います。

免職または休職の処分の場合におきましてはその旨の記載した書面を当該職員に交付して行なわなければならないと、人事上の処分は一般的に、その内容を記載した書面、すなわち辞令書を交付して行なわなければならないと法律的には、人事上の処分は行政行為であつて任命権者の意思表示が本人に到達すればその効力が生ずるものであるから必ずしも書面によることを必要としない。しかし分限処分は一般的には職員にとつて不利益処分であるから口頭によることなく特に書面によつて行なうという慎重な手続きが要求されるのであると、この場合の書面は免職または休職する旨及びその根拠条文を記載した辞令書で足りると、根拠条文はなくても法律的に有効な処分であるがそれを明らかにしたほうが好ましいということであります。




〇仲本　安一君

　さつきの質問に答えていないんじやないか、これは前の質問に対する答弁でしよう、私の質問はその４条４項を適用するにいたるまでの理由は何か一つこれが、はつきり依命通達によつて辞令をもつてしなくとあならないということがあるが、なぜ辞令を交付しなかつたのかということが２つ。




〇総務部長（城田　清才君）

　お答えいたします。適用条文は第４条第４項でございまして、いわゆる市職員として不適格ということがその理由になつておるわけでございまして辞令を交付しない理由は………。




〇仲本　安一君

　それに至るまでの理由は何か、４条４項を適用するにいたつた理由は何か。




〇総務部長（城田　清才君）

　ですから不適格であるということです。




○仲本　安一君

　だからそれは４条４項の言分………。






○市長（西銘　順治君）

　お答えいたします。４項の適用についてのこれにいたるまでの過程でございますけれども、結局はそういう公務員としての適性を欠く言動、これがその適用の理由になるわけでございます。その事実であります。




○仲本　安一君

　その辞令、まだ答えていないんですよ。

（「議長２１番」という者あり）

（「発言中、答弁終わつていないんですよ」という者あり）




○議長（高良　一君）

　２１番。






○金城　重正君

　質疑打ち切りの動議を提出いたします。

（「議長議長答弁終わつていないですよ」発言多数）

　本案は重要案件でございますので質疑をこれで打ち切りまして（「議長発言を認めたのか」という者あり）委員会に付託されておりますので、委員会で慎重審議すべきものと思うのであります。質疑打ち切りの動議を提出します。　（「議事の運営をはつきりさせなさい」という者あり、議場騒然）




○仲本　安一君

　なぜ辞令を交付しないのか。




○市長（西銘　順治君）

　辞令交付につきまして、これは別に法律的に違法とは考えておりません。文書をもつて通知すれば足りるわけでございます。

　これと先ほどのなぜ分限条例を適用したかということでございますけれども、これは団交の中ではつきり言つております。これは市長の政策に反対であり、これをひぼうし、協力できないと認められるもの、また言動が選挙期間中はもちろんのこと、過去の事例も入れて公務員として適性を欠く過去の事例があるから適用しただけであります。




○議長（高良　一君）

　先ほどの動議は成立しております。

（「議長議長１６番発言中ですよ」）（議長騒然発言多数）

（「休憩して下さい」という者あり）




○議長（高良　一君）

　休憩します。

	（午前１１時２４分　休憩）

	（午前１１時３４分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。ただいま２１番議員から提出されました質疑打ち切りの動議に対して御賛成の方起立を願います。

（「反対」という者あり）（起立多数）




○議長（高良　一君）

　絶体多数であります。よつて、２１番議員より提出されました質疑打ち切りの動議は可決されました。




○平良　真次郎君

　議会運営についてでございますが、議長に質問したいと思います。ただいま本問題については議長の諮問を受けて議会運営委員会においてその取り扱いを審議した。そのときは緊急質問によつて質問させようということで決定し議長に報告した。ところが議会を運営する立場において議長は質問の過程において、しかも当局答弁のさなかにおいて動議が成立したといつているが、動議は動議として出せるかもしれないが、議員を指名して発言させることは議長の権限に属する問題であるが、当局答弁の途中でそういうように他の議員に指名していいかどうかということが議長の議会運営についての判断であると思います。（「そうだ」という者あり）そういうような意味から公正な議会運営をしてもらいたい。１人の議長が一つの時間に２人に指名するということは難かしい、先ほど議長は議事録を取り消せばいいじやないかといつているが議長だけで議事録を取り消していいものかどうか、そういう面から見ましてもつと議会運営の趣旨を十分理解していただいて、こういうような混乱の事態をきたさないように議長に特に要望しておきます。

（「進行」という者あり）






○議長（高良　一君）

　以上をもちまして今期議会の日程は全部終了いたしましたので閉会いたします。ありがとうございました。




（午前１１時３７分　閉会）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　上会議録を調整し署名する。




１９６６年１月２５日




議長　　　　　高良一　　　㊞




署名議員　　　又吉久正　　㊞




署名議員　　　赤嶺慎英　　㊞
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会議録目次

招集告示

会期及日程

上程案件

第３号議案　　工事請負契約を結ぶことについて

第４号議案　　工事請負契約を結ぶことについて

第５号議案　　専決処分の承認を求めることについて

第６号議案　　小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについて

第７号議案　　道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて

第８号議案　　冷房機購入の契約を結ぶことについて

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

上程案件処理結果

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

２月２８日（招集日）

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程

○　会議に付した事件

○　開会・開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　会期決定（２日間）

○　提案理由の説明

建設部長（第３号議案、工事請負契約を結ぶことについて）

（第４号議案、工事請負契約を結ぶことについて）

○　質疑　　　金城吾郎議員

建設部長

○　委員会付託

○　提案理由の説明

建設部長（第５号議案、専決処分の承認を求めることについて）

○　質疑　　　仲本安一議員

建設部長

大山盛幸議員

建設部長

黒潮隆議員

仮議長

建設部長

○　表決

○　提案理由の説明

企画部長（第６号議案、小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについて）

○　委員会付託

○　提案理由の説明

建設部長（第７号議案、道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて）

○　質疑　　　瀬長フミ議員

建設部長

○　委員会付託

○　提案理由の説明

建設部長（第８号議案、冷房機購入の契約を結ぶことについて）

○　委員会付託

○　散会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

３月１日（２日目）

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程

○　会議に付した事件

○　開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　委員会審査報告

建設副委員長（第３号議案、工事請負契約を結ぶことについて）

（第４号議案、工事請負契約を結ぶことについて）

○　質疑　　　黒潮隆議員

建設副委員長

企画部長

○　表決

○　委員会審査報告

総務委員長（第６号議案、小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについて）

○　表決

○　委員会審査報告

総務委員長（第８号議案、冷房機購入の契約を結ぶことについて）

○　質疑　　　金城吾郎議員

総務委員長

建設部長

○　表決

○　委員会審査報告

建設副委員長（第７号議案、道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて）

○　質疑　　　黒潮隆議員

建設副委員長

建設部長

又吉久正議員

建設副委員長

又吉久正議員

建設部長

久高友敏議員

建設副委員長

建設部長

○　討論　　瀬長フミ議員（反対）

○　表決

○　閉会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








那覇市告示第２０号

１９６６年２月２５日







　第７９回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。







那覇市長　　西銘順治













記




１．日時　　　　　１９６６年２月２８日（月）午前１０時

２．場所　　　　　那覇市議会会議室

３．付議事件

(1)　工事請負契約を結ぶことについて

(2)　工事請負契約を結ぶことについて

(3)　専決処分の承認を求めることについて

(4)　小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについて

(5)　道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて

(6)　冷房機購入の契約を結ぶことについて







第７９回那覇市議会臨時会会期日程計画










	自　１９６６年２月２８日

	２日間




	至　１９６６年３月　１日












	年

	月

	日

	曜

	種別

	日程

	摘要




	1966

	2

	28

	月

	本会議

	議案上程・説明聴取・質疑委員会付託

	委員会




	〃

	3

	1

	火

	〃

	議案上程・委員会審査報告

質疑・討論・表決

	












本会議　　　　２日間












第79回那覇市議会会議録




臨時会




上程案件







議案第　３　号

工事請負契約を結ぶことについて

　第１種公営住宅（小祿）建設工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

１９６６年２月２８日提出

那覇市長　　西銘順治

記

１　契約の目的　　　第１種公営住宅建設工事（Ａ工区）

２　契約の方法　　　随意契約

３　契約金額　　　　６２，６８７ドル

４　工期　　　　　　議決の日から３００日

５　契約の相手方　　那覇市字安謝６６５番地

前田組代表者　前田朝彦

（提案理由）

　公営住宅法に基づき低額所得者の生活向上をはかるとともに住宅難緩和のため、第４期公営住宅を建設したいので、この案を提出する。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第　４　号

工事請負契約を結ぶことについて

　第１種公営住宅（小祿）建設工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

１９６６年２月２８日提出

那覇市長　　西銘順治

記

１　契約の目的　　　第１種公営住宅建設工事（Ｄ工区）

２　契約の方法　　　随意契約

３　契約金額　　　　１２４，４５０ドル

４　工期　　　　　　議決の日から３００日

５　契約の相手方　　那覇市字大道１８６番地

松三組代表者　玉城松三

（提案理由）

　公営住宅法に基づき低額所得者の生活向上をはかるとともに住宅難緩和のため、第４期公営住宅を建設したいので、この案を提出する。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第　５　号

専決処分の承認を求めることについて

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、下記事項について別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。

１９６６年２月２８日提出

那覇市長　　西銘順治

記

１　工事名　　　　　与儀公園用地埋立および排水工事

２　契約の相手方　　那覇市字壺川９４番地

合資会社　国場組　代表者　国場幸太郎

３　既定工期　　　　議決の日から１９６６年１月２５日まで

４　更新する工期　　議決の日から１９６６年２月２８日まで

（提案理由）

　この工事は１９６６年１月２５日に完成する予定であつたが、予想以上の降雨続きのため、既定の工期内に完成する見込みがないので工期の延長については、議会の同意を得るべきであるが、工事の継続施行上急を要し、議会を招集する暇がないものと認め専決処分したので、この案を提出する。

専決処分書

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、与儀公園用地埋立および排水工事の契約変更について急施を要し、議会を招集する暇がないものと認めるので、次のとおり専決処分する。

１９６６年１月２６日

那覇市長　　西銘順治

記

１　工事名　　　　　与儀公園用地埋立および排水工事

２　契約の相手方　　那覇市字壺川９４番地

合資会社　国場組　代表者　国場幸太郎

３　既定工期　　　　議決の日から１９６６年１月２５日まで

４　更新する工期　　議決の日から１９６６年２月２８日まで

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第　６　号

小祿公営住宅建設事業費を継続費とすることについて

　小祿公営住宅建設事業を１９６６年度から１９６７年度までの２か年継続事業とし、その経費は継続支出するものとし、各年度の支出額を次のとおり定めるものとする。

１９６６年２月２８日提出

那覇市長　　西銘順治

記

１９６６年度　　　　　　　２９４，１６４ドル

１９６７年度　　　　　　　５１６，５９４ドル




（提案理由）

　小祿公営住宅建設事業は約１か年の工事期間を要し、１９６６年度から１９６７年度にまたがる工事となり継続費としたいので、この案を提出する。







	自１９６６年度

	小祿公営住宅建設事業費継続年期および支出方法書




	至１９６７年度







[image: 画像]




支出額明細

[image: 画像]









議案第　７　号

道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて

道路用地を取得するため、次のとおり売買契約を締結するものとする。

１９６６年２月２８日提出

那覇市長　　西銘順治




記

１　取得および契約の目的

　開南交番前から平和橋間道路の新設用地を取得するため。

２　取得する地番、地積、契約金額および契約の相手方は次のとおり。

[image: 画像]

　ただし、取得坪数については実測のうえ、若干の変動があるものとする。

３　取得の方法　　随意契約




（提案理由）

　那覇市条例「市有財産の取得管理及び処分条例」第５条第１号および「議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例」第６条第２号により、この案を提出する。







開南交番・平和橋間道路用地見取図

[image: 画像]



議案第　８　号




冷房機購入の契約を結ぶことについて




　那覇市役所庁舎の冷房機購入について、次のとおり契約を結ぶものとする。




１９６６年２月２８日提出




那覇市長　　西銘順治




記

１　契約の目的　　　冷房機の購入

２　契約の方法　　　指名競争入札

３　契約金額　　　　３２，２５０．００ドル

４　納入期限　　　　議決の日から１２０日

５　契約相手方　　　那覇市美栄橋町２の３

株式会社　桐和商会

取締役社長　松浦重男




（提案理由）

　夏期において、３階議会部門および４階を冷房する必要があるので、この案を提出する。












第79回那覇市議会会議録




臨時会




上程案件　処理結果







第７９回那覇市議会（臨時会）処理結果







	１９６６年２月２８日
	（午前１０時０２分　開会）

	（午前１１時１０分　散会）










１．本会議

　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	66

	2

	28

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	21番議員

22番議員




	〃

	〃

	〃

	


	会期を定めることについて

	〃

	2日間




	〃

	〃

	〃

	3

	工事請負契約を結ぶことについて

	市長

	説明聴取




	〃

	〃

	〃

	4

	工事請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	5

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	承認




	〃

	〃

	〃

	6

	小祿公営住宅建設事業費を継続費とすることについて

	〃

	説明聴取




	〃

	〃

	〃

	7

	道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	8

	冷房機購入の契約を結ぶことについて

	〃

	〃





～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




	１９６６年３月１日
	（午前１０時０３分　開議）

	（午前１１時０５分　閉会）










２．本会議

　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり。



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	66

	3

	1

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	23番議員

24番議員




	〃

	〃

	〃

	3

	工事請負契約を結ぶことについて

	市長

	同意




	〃

	〃

	〃

	4

	〃

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	6

	小祿公営住宅建設事業費を継続費とすることについて

	〃

	可決




	〃

	〃

	〃

	7

	道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて

	〃

	同意




	〃

	〃

	〃

	8

	冷房機購入の契約を結ぶことについて

	〃

	〃
















第79回那覇市議会会議録




臨時会










２月２８日（招集日・月曜日）





１９６６年第７９回那覇議会会議録　臨時会




○２月２８日（招集日）

	（午前１０時０２分　開議）

	（午前１１時１０分　散会）









○出席議員（２４名）


	　３番
	大浜長弘君
	１６番
	仲本安一君


	　４番
	喜舎場盛一君
	１７番
	金城吾郎君


	　５番
	山川正平君
	１８番
	大山盛幸君


	　６番
	儀間真祥君
	１９番
	又吉久正君


	　７番
	瀬長フミ君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　８番
	黒潮隆君
	２１番
	金城重正君


	１０番
	吉浜朝一君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２３番
	喜久山朝重君


	１２番
	金城庄瑞君
	２４番
	平良真次郎君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２６番
	比嘉佑直君


	１４番
	宮良永昌君
	２７番
	比嘉朝四朗君


	１５番
	久高友敏君
	３０番
	渡口麗秀君




○欠席議員（６名）


	　１番
	安見福寿君（出張）
	

	



	　２番
	椿秀義君（出張）


	　９番
	友利栄吉君（出張）


	２５番
	高良一君（出張）


	２８番
	平良亀助君（病欠）


	２９番
	辺野喜英興君（出張）












○説明員


	市長
	西銘順治君


	第一助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	総務部長
	城田清才君


	企画部長
	新里博一君


	経済民生部長
	慶佐次盛宏君


	建設部長
	花城直政君


	水道部長
	玉城定仁君


	主計課長
	平山登君


	建設部庶務課長
	宜野座朝恭君


	都市計画課長
	嘉手納是敏君


	建築課長
	浦崎安昭君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	議事課長
	新垣襄二君


	調査係長
	新垣繁君


	議事係長
	屋嘉比柴達君


	記録係長
	山城正信君


	記録係
	長嶺善勇君


	　〃
	徳村政保君


	調査係
	亀島美一君


	議事係
	永山盛広君







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









１９６６年第７９回那覇市議会（臨時会）議事日程第１号

１９６６年２月２８日（月）午前１０時開議







第１　　　会議録署名議員の指名について




第２　　　会期を定めることについて




第３　　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第３号）




第４　　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第４号）




第５　　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第５号）




第６　　　小禄公営住宅建設事業を継続費とすることについて

（市長提出議案第６号）




第７　　　道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて

（市長提出議案第７号）




第８　　　冷房機購入の契約を結ぶことについて

（市長提出議案第８号）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○付議事件




第１　　　会議録署名議員の指名について




第２　　　会期を定めることについて




第３　　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第３号）




第４　　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第４号）




第５　　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第５号）




第６　　　小禄公営住宅建設事業を継続費とすることについて

（市長提出議案第６号）




第７　　　道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて

（市長提出議案第７号）




第８　　　冷房機購入の契約を結ぶことについて

（市長提出議案第８号）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○仮議長（渡口　麗秀君）

　第７８回議会において御同意になつた自治法４６条３項の規定による仮議長について高良議長から選任されましたので議長の職務を行わせていただきます。








○仮議長（渡口　麗秀君）

　これより本日をもつて招集された１９６６年２月第７９回那覇市議会臨時会を開会いたします。

　これより本日の会議を開きます。本日の日程はお手元に配布してある議事日程第１号のとおりであります。

１月３１日付で那覇市監査委員代表者中山興忠から「出納検査について」報告書が提出されておりました。

　第７７回議会において議決した「行政主席および自治権拡大に関する要請決議」について２月１８日付で米国陸軍次官代理から回答文書がきておりました。

２月２１日付、総地第４１号をもつて行政主席から「要請決議書の進達について」文書がきておりました。以上、３件の文書の写しをお手元に配布してあります。

２月２５日付那企庶第１，２０２号「議案の送付について」および那企庶第１，２２９号「議案の説明者について」の文書が送付されておりました。

　議案はお手元に配布してあります。議案の説明者は市長ほか１１名となつております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第１「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。

　本日の会議録署名議員は会議規則第１１６条の規定により議長において、金城重正君、赤嶺保三郎君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第２　会期を定めることについておはかりいたします。休憩いたします。

	（午前１０時０７分　休憩）

	（午前１０時０８分　再開）




○仮議長（渡口　麗秀君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。今期の会期につきましては２月２８日、３月１日の２日間とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○仮議長（渡口　麗秀君）

　御異議なしと認めます。よつて会期を２月２８日から３月１日までの２日間とすることに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第３、工事請負契約を結ぶことについて市長提出議案第３号、日程第４、工事請負契約を結ぶことについて市長提出議案第４号についてを一括して上程し、当局の説明を求めます。








○建設部長（花城　直政君）

　議案第３号および第４号については関連しますので一括して説明いたします。

１９６６年度公営住宅建設計画に基づき、小禄団地内に第１種１２　坪型の１５２戸と、第２種１０坪型の１４４戸合計２９６戸建設すべく準備をすすめていましたところ、１９６５年１１月２６日までに資金別により補助金交付の指令を受けたのであります。工事施工者の指名につきましては、事前に政府と協議決定するよう条件が付されていますので、入札前に政府と協議しました結果、１９社を選定しまして、去る１月２４日に指名競争入札に付したのでありますが、再入札に付しても落札者がいなかつたので一応入札を打ち切りその後、指名業者の内からＡ工区については前田組と、Ｄ工区については松三組と、それぞれ調整した結果、予定価格の範囲内で施行することに同意し、去る２月２１日に仮契約を締結したのであります。今回施行する戸数は第１種１５２戸の内、Ａ工区は米国援助によります１２坪型の２４戸と、Ｄ工区日政援助によります１０坪型の４８戸合計７２戸建設することになつております。また残りの２２４戸の建物についても整地工事が完成次第早急に施行する予定であります。なにとぞよろしく御審議くださいますようお願いいたします。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　議案第３号、議案第４号を一括して質疑に入ります。






○金城　吾郎君

　議案第３号、第４号について質問をいたします。アメリカ民政府の援助あるいは日本政府の援助によつて公営住宅が年々建設されることは大へんけつこうなことであり議会としても今日までこの問題については全面的な支持を与えてまいつております。ところで、最近市の建設工事の随意契約というものが増えてまいつております。その理由とされるところは最後の入札に付しても落札者がいない、どこに欠陥があるかということについてはその建設工事に要する費用、いわゆる単価が安い、市の契約に要する資金が足りないといろいろあるようでございますが、この公営住宅に関する限りこれは政府の補助によつてなされる。第１種の場合は２分の１、第２種の場合は３分の２、とちやんと法に規定されておりますがその残額を市が負担すべき２分の１あるいは３分の１以上に負担しなければならないところに市は追い込められております。６４年度の公営住宅を建設するにあたつて総務委員会でその建設債を起こす議案を審議した際にも政府の算定している標準建設費は市の算定するものよりも低いと、従つてこれを法に基いて是正してゆくためには政府に対する強力な折衡を必要とする、市としてもこれはやりたいと、こういうことであつたのであります。今回も恐らくこれが改善されないままに支出された補助金であるためにこういう落札者がいないという入札結果になつたのではないかと理解するのであります。このことについて１９６４年度の公営住宅建設費から１９６５年１９６６年と２カ年たつておりますがこの標準建設費といういうものが引き上げられたかどうか、あるいは引き上げられてないとすればどのような段階にきているか、このことについて説明を願います。






○建設部長(花城　直政君)

　お答えいたします。建設費の単価が引き上げられたかどうかということでございますが去年と今年では別に引き上がつてはおりません。前々から建設業界から市の建設工事、土木工事における歩がかり、人夫賃の単価、諸経費の問題こういつたものが現状とそぐわないので上げてくれという要望がありました。これは２カ年前のことでございますがいろいろ検討いたしました結果、去年市の諸経費のいくらかの引き上げ、それから人夫賃を現状にそうように大体調整してありますので検討中でございまして、まだ上げてございませんけれどもそういうことを考えまして去年一昨年よりはわれわれの建設関係の単価は徐々に上がつてきて現状にいくらかマツチしているものと考えております。




○金城　吾郎君

　昨年一昨年よりはいくらか是正されているということでありますが、市独自の場合においては是正されているというこういう説明かと受け取つております。公営住宅に関する限り政府の算定した標準建設費というものは市のそれよりも低い、従つてその差額についてはどうしても政府の援助費というものを引き上げて市に対する援助というものを引き上げなければならないということで私は質問いたしたのであります。市自体のものは今の説明で納得していますが琉球政府が補助金を交付する場合その算定の基礎にする標準建設費が上げられているかどうか委員会で問題になつております。今日まで上げられたかどうか、上げるためにはどのような折衝をなされているかこれをお聞きしているのであります。




○建設部長(花城　直政君)

　お答えいたします。歩がかりにつきましては政府の単価の方も上がつておりません。日本政府からの援助の単価も上がつておりませんけれども強力にこれを折衝いたしまして上げるように交渉いたしておりますがまだまだ実現をみてないわけであります。




○金城　吾郎君

　公営住宅法の趣旨に従つて安くしかも立派な住宅を住宅難にあえいでいる皆さんに提供するということからすれば工事費が少ないからといつて悪い工事をするわけにはいかんと思います。従つてその分については市がこれを補塡しなければならないというふうな破目に追い込まれている。しかもずつと市の方において負担していることが大きくなる、こういう形になりつつあります。今のところ琉球政府や日本政府の歩がかりの算定費用が上がつていない、これを是正するため努力しているということでありますが、それについては一応建設委員会においてただしてゆきたい。以上質問を終りたいと思います。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　外に質問はございませんか。（「質疑無し」という者あり）






○仮議長（渡口　麗秀君）

　質疑を終結いたします。日程第３、議案第３合工事請負契約を結ぶことについて、日程第４、議案第４号工事請負契約を結ぶことについては、それぞれその審査を建設委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第５、専決処分の承認を求めることについて市長提出議案第５号を議題として当局の報告を求めます。






○建設部長（花城　直政君）

　議案第５号与儀公園用地内の埋立および排水工事の工期変更について説明いたします。

本件は１９６５年３月３１日議会の議決を得て現在施工中でありますが、着手当初から予想以上の降雨続きのため、工事現場が全般的に湿地帯で１日に１ミリ程度の雨量でも工事の進捗に多大の支障をきたす現状であります。それに加えて排水工事の床掘か所の地盤が軟弱のため再三の地すべりにより、当初の計画外にシートパイルの打ち込みと、締め切り工事にも予想以上の日数を要しまた既設の四条橋基礎工事について設計変更したため、特別の保護工事および水替工事等についても予期しない日数を要したのであります。以上の理由によりまして、去る１月１８日政府に工期変更の申請をしましたところ、去る１月２６日に口答で承認の通知を受けたのであります。工期の変更については議会開会中の臨時議会に提出してその同意を得るべきでありましたが、時間的にも不可能でありましたので、工期との関連上、急施を要し専決処分したのであります。なにとぞよろしく御審議の上承認くださいますようお願いいたします。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第５、議案第５号　専決処分の承認を求めることについて質疑に入ります。






○仲本　安一君

　議案第５号　専決処分の承認を求めることについて建設部長に質問いたします。この専決処分は今さき部長が説明しましたように、いわゆる２５日までには議会の承認を得る手続きが不可能にあつた、従つて本日の議会において承認をすべきであつたと思います。前にも問題になつております。本庁舎の場合もそうでありましたが、沖繩タイムス～中央郵便局間の道路工事の場合もそうであります。少なくとも専決処分の承認を得られないにしても自治法では効力を発することになつていますので問題にはならないかもしれませんけれども、１月の２５日第７８回臨時議会がございました。従つてこの問題は１月２５日となつていますので、既定の工期なんですから１月２５日以前にわかつておつたはずであります。だとすれば、当然１月２５日の議会において承認を求めるべきであつて、終つてから今ごろになつてからこれを求めること自体がどうも納得ゆかないということでございます。ですから、この工期が１月２５日までにはできない、更新しなければいけないという見通しがついたのは一体いつごろなのか、なぜこのように遅れたのかこの点を御説明願いたいと思います。






○建設部長（花城　直政君）

　この工事は日政援助でございまして政府の補助規定によりまして工期の延期そういつたものは設計変更につきましても政府の認可を必要とするということになつておりますので、一応政府の工期延期の承認を得てからでないと議会に提出することができないということでそういうことになつております。１月２５日に議会がありまして、その日までに政府からの工期延期の承認が来ておりましたなら２５日に提出いたしまして議会の同意を得るはずでありましたが、まだそれまでに延期の承認がなされておらなかつたのであります。２６日に口頭で延期を認めるということで、あとで正式の書類がきたわけであります。この工事が工期内にできないということがわかつたのは大体１月８日頃でありましてこのときの出来高が８０％でこれはできないということでいろいろ業者の方も督励いたしましてこれの延期の手続きをとらなければならないということで１月の１８日に延期の申請をしたわけでございます。その承認を得たのが２６日で口頭でもらつたわけであります、以上であります。






○大山　盛幸君

　けさ与儀公園のそばを通つてまいりましたが、埋め立ての場所を見ると相当土が盛られて、あれから見るときょう２８日中に完成できるかどうか。もう一つは議決の日から１９６６年２月２８日までというふうになつておりますが議決は恐らく明日になるんじやないかと思います。こうなつた場合その日付を１９６６年３月１日か３月２日にした方が都合がいいんじやないかと思いますがいかがでございますか、この２点についてお伺いいたします。






○建設部長（花城　直政君）

　工期が２８日までというふうになつておりますが、現状においてはまだ工事がすみそうもないと、また一ぱい土が盛られているがどうかという御質問でございますがこれにつきましても私たちは四、五日前から突貫工事をさせておりまして、大体構造物は全部きようで終るというような日程も出されておりますけれども実際は天端コンクリートの方が少こし残るんじやないかと考えております。また、整地の方がやはりきようまでにできないということでこれはどうしても再延期をしなければならないというところにきているわけでございます。それで政府のほうとも話し合いをいたしまして、まだ業者を督励いたしております。こういうことでありますので３月の２０日まで再延期の願いが出ているわけでございます。そういうわけでございましてこの工事は完成させないといけませんのでこれは認めてやらばければいけないと考えております。今申請しております。それから２８日までの工期でしかも専決処分は２８日ということになつておりますし議決は明日ということになるとどうなるのかということでございますが、これは２８日に提案されておりますのでこの議決があしたなされても２８日でなされたものと考えていいんじやないかと考えております。




○大山　盛幸君

　それはおかしいよ、専決処分をされているということはこれはすでにやられていることだから効力あると思います。

　一番目の工期が３月の２０日に再延長したいというような意向でございますのでそれも認めなければならぬと思うが、そうなると会期中に明日までにいわゆる工期の再延長を提案されるおつもりか。

　それとも３月議会にこれを提案してもらうつもりであるか、それをはつきりしてもらいたいと思います。

(「徹回せ」という者あり)




○建設部長（花城　直政君）

　実際にまだできておりませんので業者のほうからも３月２０日まで、まだ延期してくれと再延期の手続きはなされておりますので、これも政府の承認がなされない限りまだ議会に提出することもできませんので改めてまた議会の、結局専決処分となりますか、専決処分をして議会に出すか、議会を開会するいとまがあれば開会をして承認を得ようというように考えております。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　休憩いたします。

	(午前１０時３２分　休憩)

	(午前１０時４０分　再開)




○仮議長（渡口　麗秀君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。






○黒潮　隆君

　先ほど議長のほうで工期の延長が２８日きようとなつているので、きようの本会議で即決したほうがいいんじやないかというような御意見がありましたが、それはどういうような意味できよう即決しなければならなかつたのか、たとえば専決処分した場合、自治法によつて次の会議で専決処分をしたという承認を求めるわけですね、市長が。ところが今後の臨時議会がなければですね、3月定例議会で専決処分の議案を出していいわけですね、今度なければですね、結局工期延長の承認は得なくても専決処分といものは終わつてしまつているわけですね、市長があとでこういう専決処分がありましたということで議会の同意を求めるわけです。だから何も２８日までというふうな工期の延長の専決処分があつたので２８日に承認しなければならない。はからなければならないということはないわけなんです。あした承認してもこれは変わらないと思うが、そういつた点はそれが正しいんじやないか、ただですね、きよう承認しなければですね、工事にぐあい悪いというふうなですね問題が含まれている場合にはなるほどきようの本会議でですね、委員会付託しないで即決してもいいと思うわけです。

　ところがこの場合には専決処分した事項を次の会議ではかればいいわけなんです。

　だからきようの臨時議会があつたからきよう出していいわけですが、臨時議会がなければ３月定例議会で出しても何も差しつかえない内容ですね、だからヒントを得たからきよう即決するということにならないわけですが、どうですか。






○仮議長（渡口　麗秀君）

　ただいま８番議員のおつしやるのは、問題は議決の日から１９６６年の２月２８日まで政府の許可を受けているわけですね、どうしてきようまでにみなさんに報告して承認を得なければぐあい悪いですよ、その後の問題についてはその後の問題として処理すべきであつて、２８日という許可は受けてありますね、たまたまそれが主体であつたから専決処分したが、それについて結局早目に議会の承認を求めておかなければいかぬということで議題にあげておるわけです。あげてある以上これを承認するかしないか、どちらかきめるのはあたりまえじやないですか。




○黒潮　隆君

　議会が承認するかしないかはですね、この議会にはかればいいわけなんですね、ただ２８日まで工期を延ばしてあるからですね、きようの本会議ではからなければならないということじやないと思うわけです。

　(「いや、いや」という者あり)いや、これは専決処分したのをですね、工期を終わつてから、もう済んでしまつてですね、完成してあとに次の議会があつたらそのときにでも出していいわけです。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　そうじやないですよ。（議場騒然）

いや、そうですよ、市長がですね、今後の臨時議会は３月１日に招集した場合には３月１日に出して３月議会で承認を得ても差しつかえないんじやないですか。

　専決処分によつて工期は延びているわけですね、議会を招集しようがしまいが工期はちやんと延びているわけです。

　(「休憩して下さい」という者あり)




○仮議長（渡口　麗秀君）

　休憩いたします。

	(午前１０時４４分　休憩)

	(午前１０時５３分　再開)




○仮議長（渡口　麗秀君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　議案第５号、専決処分の承認を求めることにつきましてはきよう即決することにして御異議ございませんか。(「異議なし」という者あり)




○仮議長（渡口　麗秀君）

　御異議ないようですからそのようにとりはからいます。




○黒潮　隆君

　きよう即決するんでしたら１，２点質問したいと思います。

　先ほどの建設部長の説明の中でこれは１８番議員の質問に答えて、きようで工期は終わるんだが現場を見たら実際にはまだまだかかるんだということについて、３月２０日まで延ばしてもらいたいという要請がきているということであります。

　ところが実際市長が専決処分して工期を延長したのは今度の２８日約１カ月間延ばしたわけです。

　これは専決処分にした理由の説明をみてわかるわけです、ことしは雨が非常に多かつたが、工期をきめる場合の見積もり、それの場合に工期を見積もつたときの予想以上に雨が降つていた、雨が多かつたということはわかるわけですね、低地帯であるということも雨が降ろうが振るまいが市はよく知つているわけなんです。

　雨が降る場合には工事は非常に難行するということもそれは最初から予想できるわけなんです。

　ただ雨が多かつたために１ヵ月間工期を延長するということはわかるわけなんです。しかしながら２８日では終わらない３月２０日までかかるという報告なんですがそれは市当局の見積もりがあまかつたのか。

　あるいは業者の２月２８日までにできるんだということですね、那覇市は検討しないでただうのみにして工期の延長を２８日までというふうにきめたのか、そのへんをお伺いしたいわけです。いわゆる予想以上に雨が多かつたために１ヵ月間延ばしたということはわかるわけです。

　さらに３月２０日までかかるということについてお伺いしたいわけです。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。２月２８日まですれば十分これはできる工事であると、適当な工事とみて申請をし２８日までの工期の承認を求めたわけであります。以上であります。




○黒潮　隆君

　２８日までにはできるという見とおしのもとに工期を延長した、ところが実際には３月２０日までもかかるわけですね、それは業者のほうに落ち度があるのか。




○建設部長（花城　直政君）

　この工期があと２０日なければ完成しないということはこれはいろいろ今調査しておりますけれども業者のほうに落ち度があるんじやないかというふうに考えられます。

　あと２０日という余裕をもつておりますけれどもほんとうはさつき１８番議員の質問お答えいたしましたとおり、

　構造物は全部完成いたしておりましてただこの石積みの天端のコンクリートこれが少々残るということでございまして、それから整地工事が残るということでありまして、実際にやるならば１０日位で済むんじやないかと思いますけれども雨や、何やかんやありますので余裕をみて２０日ということにしてあります。(「進行」という者あり)




○仮議長（渡口　麗秀君）

　質疑を打ち切り討議を省略して御異議ありませんか。

(「異議なし」という者あり)




○仮議長（渡口　麗秀君）

　御異議なしと認め、採決に入ります。

　日程第5、第5号議案専決処分の承認を求めることについては原案どおり承認することに御異議ありませんか。

(「異議なし」という者あり)






○仮議長（渡口　麗秀君）

　御異議なしと認めます。よつて議案第５号専決処分の承認については原案どおり承認することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第6、第６号議案小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについてを議題といたし、当局の説明を求めます。






○企画部長（新里　博一君）

　議案第6号小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについて御説明申し上げます。

　１９６６年度分の公営住宅としまして第1種及び第2種あわせて２９６戸を小録の字栄原に建設する計画でございますが、これの設計と政府との調整に相当日数を要しましたため、工事着手がおくれておりまして現在住宅敷地の整地工事を施行中でございますが、本案は今回臨時議会に提案してあります議案第3号及び第4号の第1種公営住宅建設事業とも関連いたしましてこれの工期が３０日となつており、また未着手分の建設工事及び道路排水等の造成工事につきましては１９６７年の3月に完成する予定でございます。

　したがいまして１９６６年度と１９６７年度の両年度にまたがる工事となりますので継続費として事業を執行したので本案を提出した次第でございます。なお継続費の認定に伴いまして１９６７年度支出額となる分の予算現額につきましては3月定例議会におきましてほかの予算もあわせまして検討し追加更正予算の借置をしたいと考えております。よろしく御審議下さいますようお願いいたします。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　議案第６号、小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについてを議題として質疑に入ります。(「質疑討論なし、委員会付託」という者あり)






○仮議長（渡口　麗秀君）

　質疑討論なしと認め本案は総務委員会にその審査を付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第7、議案第7号道路用地の取得及び売買契約を結ぶことについてを議題として当局の説明を求めます。






○仮議長（渡口　麗秀君）

　議案第7号道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて提案理由を御説明申し上げます。

　本案は、開南交番から平和橋間道路の新設に伴いその用地を取得するために那覇市条例、市有財産管理処分条例第５条第２項および議会の議決または住民の登票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例、第6条第2号により提案いたしたものであります。

　この用地は総筆数7筆（分筆手続中8筆）ありますが、政府補助金の関係で今年度は2筆（分筆中3筆）買収することになつたものであります。他の5筆につきましては、新年度に買収する予定であります。

　用地の取得につきましては、財産評価委員会の評価格を勘案いたしまして、交渉を行い、関係地主の承諾を得まして仮契約を締結したものであります。

　売買仮契約の内容について概略御説明申し上げます。

　第１条に売買土地の表示、ならびに坪数を規定し、第２条には売買代金、第３条は売買代金支払方法（所有権移転登記完了後）第4条は土地の売買について第三者からの異議に対する売渡人の責任、第５条は契約と同時に所有権移転登記に必要な書類の提出、第６条登記手続の負担区分、第７条この仮契約は議会の議決を得たとき本契約にかわるということをそれぞれ規定いたしております。よろしく御審議下さるようお願い申し上げます。




〇仮議長（渡口　麗秀君）

　ただいまの当局説明に対して質疑に入ります。






〇瀬長　フミ君

　議案第７号について、宇樋川神里原６１の１が２５０ドル、同じく６４が１００ドルと坪当り単価が違つていますが、これは財産評価委員会にかけられたかどうが、その単価の相違はどのようのなされたか。






〇建設部長（花城　直政君）

　お答えいたします。この評価につきましては財産評価委員会の決定をみております。

２回にわたつての委員会でございました。

　それでこの６４番の土地が１００ドル、６１番が２５０ドルということはどうしてかという御質問のようでございますけれども、６４番は図面を御覧になればおわかりと思いますけれども、開南交番から平和橋間の土地の中でこの６４番は真中になつておりまして、このほかの土地は現在の道路に面して実際に商店として利用されておりますので、やはり土地の値段はそれだけ差がつくものと考えております。

　このほかの土地についての評価についてはこちらで今申し上げますというと、また次の売買の交渉に支障を来しますので差し控えたいと思います。

（「委員会付託」という者あり）






〇仮議長（渡口　麗秀君）

　質疑を打ち切り本案は建設委員会に付託します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

〇仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第８、議案第８号冷房機購入の契約を結ぶことについてを議題として当局の説明を求めます。



〇建設部長（花城　直政君）

　議案第８号「冷房機の購入契約を結ぶことについて」説明いたします。

本件はさきの１２月議会において、議決された市庁舎の冷房機であり、購入にあたつては、各種資料を集め、各面から検討した結果、ダイキン工業会社代理店・桐和商会、日立製作所代理店・昭南商会、荏原製作所代理店・沖縄岩谷産業の３社を指名し、２月24日に入札を行つた結果、桐和商会が落札し、同日仮契約を終結しましたので、本案を提出した訳であります。

　冷房機はその機器の性質上アフターサービスが特に重要でありますので契約にあたつては、この点に留意し、通常機器の保証期間は１年でありますが、本案では２ヶ年にし、また冷房シーズンの前後の点検義務を明確にしてあります。

よろしく御審議の上承認くださるようお願いいたします。

（「委員会付託」という者あり）






〇仮議長（渡口　麗秀君）

　質疑を打切り本案は総務委員会にその審査を付託します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇仮議長（渡口　麗秀君）

　本日はこれで全日程を終わりましたので散会し明日午前１０時会議を開くことにいたします。



（午前１１時１０分　散会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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１９６６年第７９回那覇市議会（臨時会）議事日程第２号
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（市長提出議案第３号）

第３　　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第４号）

第４　　　小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについて

（市長提出議案第６号）

第５　　　冷房機購入の契約を結ぶことについて

（市長提出議案第８号）

第６　　　道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて

（市長提出議案第７号）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






〇付議事件

第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第３号）

第３　　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第４号）

第４　　　小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについて

（市長提出議案第６号）

第５　　　冷房機購入の契約を結ぶことについて

（市長提出議案第８号）

第６　　　道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて

（市長提出議案第７号）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








〇仮議長（渡口　麗秀君）

　これより本日の会議を開きます。

本日の日程はお手許に配布してある議事日程第２号のとおりであります。

諸般の報告を行います。

２月２８日付で那覇市監査委員代表者中山興忠から「出納検査について」の報告書が提出されておりました。

同日付で総務委員長ならびに建設委員会副委員長から会議規則第７３条の規定による「委員会審査報告書」が提出されておりました。

　以上３件の文書は写しをお手許に配付してあります。

ただいまから議事に入ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○仮議長(渡口　麗秀君)

　日程第１「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。

本日の会議録署名議員は会議規則第１１６条の規定にもとずいて喜久山朝重君、平良真次郎君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第２、工事請負契約を結ぶことについて市長提出議案第３号、日程第３、工事請負契約を結ぶことについて市長提出議案第４号を一括して上程し建設委員長の審査報告を求めます。








〇建設副委員長（比嘉　佑直君）

議案第３号「工事請負契約を結ぶことについて」

議案第４号「工事請負契約を結ぶことについて」

　審査の結果を一括して報告いたします。

本案については当局の説明を聴取し若干の質疑が交わされたのであります。

その主なるものを申し述べますと、

質疑）　隋意契約した理由は、落札者がなかつた、ということであるが、その主たる理由は何か。

答弁）　現地周辺は道路、排水溝の工事を施行しているので、この工事に支障をきたしはしないかという心配と請負業者がほかに相当請負つている状態であり、それで最低入札者の方々を呼んで話し合つたが工事単価の関係で話しがまとまらず結局、前田組と松三組に隋意契約をしたとのこであります。

質疑）　落札者がない場合、中、小企業の育成のためにも、Ｃ、Ｄ級の業者にも入札に参加させる考えはないか。

答弁）　隋意契約で話しまとまらなければ、Ｃ、Ｄ級の業者まで掘り下げて検討している。

　以上、若干の質疑を交わしたのち当局の意向を了とし、議案第３号、議案第４号を原案通り、同意すべきものと決定したのであります。よろしく各位の御賛同を得たいのであります。




〇仮議長（渡口　麗秀君）

　ただいまの委員長報告に対し質疑に入ります。






〇黒潮　隆君

　この議案の提案理由についてですが、公営住宅法に基づき低所得者の生活向上をはかるとともに住宅離をはかるためと説明されております。第２種公営住宅の方が低所得者を入れるというように公営住宅法の中にも謳われていると理解しておりますがこの場合低所得者の生活向上をはかるという提案理由になつておりますが低所得者の基準はどういうふうになつているか、これをお聞かせ願いたいと思います。






〇建設副委員長（比嘉　佑直君）

　この点につきましては委員会では審議されておりません。質問もありませんでした。当局から一つ説明をお願いします。






〇企画部長（新里　博一君）

　お答えいたします。公営住宅法の第１条には、この立法は、政府及び市町村が協力して、健康で文化的な生活を営むに足りる住宅を建設し、これを住宅に困窮する低所得者に対して低廉な家賃でうんぬんとなつております。従つて１種でも２種でも低所得という考え方になりますのでその判例といたしまして現在のところ規則でできてますので１種の場合でしたらいろいろ控除を引いて１００ドル、２種の場合でしたら６５ドルというこであります。




〇仮議長（渡口　麗秀君）

　質疑を終結し、討論を省略して採択に入ることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




〇仮議長（渡口　麗秀君）

　御異議なしと認め採決に入ります。日程第2、議案第３号工事請負契約を結ぶことについて同意することに賛成の方起立を求めます。









〇仮議長（渡口　麗秀君）

　賛成多数であります。よつて議案第３号、工事請負契約を結ぶことについて同意することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第３、議案第4号　工事請負契約を結ぶことについて同意することに賛成の方の起立を求めます。




〇仮議長（渡口　麗秀君）

　賛成多数であります。よつて議案第４号、工事請負契約を結ぶことについて同意することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第４、小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについて　市長提出議案第６号を議題として総務委員長の審査報告を求めます。






〇総務委員長（赤嶺　慎英君）

　議案第６号「小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについて」

　審査の結果を報告いたします。

本案は、小禄公営住宅建設事業として、今回２９６戸建設するが、工期が各々３００日を要し、６６年度から６７年度にまたがるので継続費の議決を得るため提案されております。６６年度支出額２９４，１６４ドルの中、米政援助１棟２４戸、日政援助２棟４８戸計７２戸分は仮契約がなされ今度の議案第３号、第4号として提出されており、残り２２４戸の分については４月１５日頃契約する予定である。また、各年度の支出割り合いについては、建設部の工事工程見積りにより算出したものであり、万一これが執行できなかつた場合には必然的に予算を繰越し、議会に報告すれば足りる。さらに、予算現額１，５０８，２２８ドルの関連については、今回継続費にする額が８１０，７５８ドルで差引き６９７，４７０ドルが継続費外のものになるが、その内訳は

(1)　６５年度施工予定の小禄公営住宅建設事業費が今回と同じ理由で６６年度に繰り越され、完成した公営住宅建設費４０１，４９７ドル

(2)　年度内に施行できる整地工事費等８７，９６１ドル

(3)　当初、３７６戸全部那覇市に補助されるものと予定していたのが、政府の補助指令により２９６戸と決り、その更正された分が２０８，０１２ドルで計６９７，４７０ドルであり、この分は継続費にする必要がないので除外したとのことであります。

　委員会は、以上のとおり当局の説明を聴取し、本案は全会一致可決すべきものと決定いたしました。よろしく、各位の御賛同を得たいのであります。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　ただいまの委員長報告に対し質疑に入ります。

（「質疑、討論なし」という者あり）




○仮議長（渡口　麗秀君）

　質疑、討論なしと認め採決に入ります。日程第４、議案第６号　小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることに賛成の方の起立を求めます。






○仮議長（渡口　麗秀君）

　賛成多数であります。よつて議案第６号、小禄公営住宅建設事業費を継続費とすることについては原案通り可決することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第5、冷房機購入の契約を結ぶことについて　市長提出議案第8号を議題として総務委員長の審査報告を求めます。






○総務委員長（赤嶺　慎英君）

　議案第８号「冷房機購入の契約を結ぶことについて」審査の結果を報告いたします。本案は当局の説明によると冷房機の購入にあたつては冷房機の維持保全という観点からアフターサービスのきく業者を選定しこれら業者から資料の提出を求め検討を加えまた市で仕様書を作つて２月２４日入札に付したところダイキン工業株式会社の代理店桐和商会が３２，２５０ドルで落札したとのことであります。質疑の主なるものを申し上げますと、

落札額３２，２５０ドルは予算額６８，０００ドルの半分以下であり見積りがあまかつたのではないかということについてはこの冷房機は１４０トンの能力を有するが、業者によつては１４０トンの機械をもつてないところもあり、１５０トン　１６０トンの見積りを提出したところもあるが何れにしても業者の見積りの段階においてふつかけられたという感じがないでもない。またこの冷房機の耐用年数については４万時間、冷房機を運転する期間は４月中旬から１１月上旬の約８ケ月間で維持費は電気料金のみで月額３００ドルを要する。ということであります。

委員会は以上の説明を了承し本案については同意すべきものと決定したのでよろしく各位のご賛同を得たいのであります。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　ただいまの委員長報告に対し質疑に入ります。






○金城　吾郎君

　今の委員長報告によりますと予算は６８，０００ドルであるがなぜ３２，２５０ドルという半分以下で落札したかという点についていろいろ質疑がなされたようでありますけれどもその内容がはつきりしませんのでもう一回説明していただきたいと思います。






○総務委員長（赤嶺　慎英君）

　説明申し上げます。当局の説明によりますと冷房機は１４０トンの能力を有するが業者の間では１４０トンの機械を持つていないところもある。それで見積りでは１５０トン、１６０トンのものを出したということが考えられるというふうな意味の説明であります。いずれにしましても商売人でありますので市役所にこれを取り付けたならば相当原価を安くしてもいいというような商売人の何といいますか商魂が現われてこの予算額よりはずうつと安くなつたんじやないかというふうなことも説明されております。




○金城　吾郎君

　今の委員長の説明によりますとこの冷房機の能力は１４０トンあればいいということであります。ところが見積書は１５０トンの能力のものあるいは１６０トンの能力のものを出したために少こし上廻つたのではないかというふうに私は解釈いたしますが、しからば、この予算を計上するときに見積りを徴した会社は何件あつたのか。それは１４０トンという冷房機がないとすればその旨掲載をしなければならないはずであります、市はどのような見積りを徴して予算に計上したのかその辺が明らかでない。少なくとも半分以下ということはいかに商売人が商魂たくましいとはいいながらこれは納得できない点がある、これはどういうふうに審議されたか。




○総務委員長（赤嶺　慎英君）

　お答えいたします。本件については相当審議されましたが現在この予算額に現われている以外に、記録をとめて下さい。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　休憩いたします。

	（午前１０時２３分　休憩）

	（午前１０時２４分　再開）




○仮議長（渡口　麗秀君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。




○総務委員長（赤嶺　慎英君）

　予算に計上されているほかに約３，５００ドルはまだやらなければならんのがあるという説明をされております。ただいまの質問にもありますとおり本委員会におきましても予算現額とこの予算の開きについては相当質問も出たわけでありますが思惑くも大分手伝つているという説明は受けておりますけれどもこの予算を計上する段階において何社ぐらい見積りをとつて予算を計上したかという具体的なことまでは本委員会においては質疑はかわされておりませんのでその点は当局から説明を願うことにいたします。



○建設部長（花城　直政君）

　お答えいたします。冷房機は各メーカーによつてカタログがありましてダイキン工業の場合は１４０トン、日立の場合は１５０トンから１６０トン巾を作つております。荏原の場合も巾を作つております。そういつたものでありますから結局１４０トンのものよりも１５０トンのカタログのものは少々高いということになります。そういつたものは見積りを各社からとつて実際に決めるときはいろいろ検討しなければならんので、とにかく一番いいのは決定したときにしかわかりませんので見積りの段階ではそういつた業者の見積りをとつて予算を計上したわけであります。結局その冷房機の中には関連機具もあります。大体冷房機で一番高いもので５７，０００ドル、関連機具は約１１，０００ドルというのが出てきたのでそういう予算計上をいたしたのであります。実際に入札して落札した額が半分以下になつておりますがやはり沖繩は今後冷房機が進出するだろうというようなことで出血してでもとつてやろうというようなあれがあつたんじやないか、しかも那覇市の大きな庁舎に冷房機を入れれば外の冷房もとれるんじやないかということであつたんじやないかと、これは我々の考えることでありましてそういうことで競争したんじやないかということであります。

○金城　吾郎君

　今の建設部長の説明は大体メーカーによつて違うけれども１４０トンと規定した場合、あるいは１４０トン、１５０トンと巾をもたす場合いろいろ違う。２５，７００ドルという線が出てきて関連機具１１，０００ドルを含めて予算を計上されたという説明でありますけれども、それならば当初最高のものとして予算に計上した見積り、業者が提出した５７，０００ドルの見積りを計上したカタログによつて今回の入札がなされたのか、あるいは他のカタログによつてなされたのか、カタログの巾の問題でございますけれども１４０トンと規定したが１５０トンから１６０トン巾をもたせた会社が二つもあるがそのいずれであるか、それをはつきりしていただきたい。




○建設部長（花城　直政君）

　お答えいたします。やはりこういつた機械類を買うときも、土木工事と同じように仕様書を作つてそれによつて購入するわけであります。この庁舎は大体２０パーセントの余裕をもたせてありまして１４０トンあれば足りるということで設計されております。それで業者から出てきたカタログは１４０トンちようどのものもあるし、１５０トンから１６０トンという巾をもたせたメーカーのカタログもあるし、その後出てきたのが一番高い５７，０００ドルということになつておりますが、それで我々が購入するときは、入札に付すときは、つまり１４０トンの機械を動かすためのモーターは会社によつて１４０キロのものもあれば１３０キロのものもあつて、そういつた能力を１４０トンというふうに考えてこれこれというような仕様書によつてこういう入札が決定されたわけであります。




○金城　吾郎君

　それでは当初市が予定したようないわゆる最高の能力を有する１４０トンの能力をフルに発揮できる冷房機であるということを確認の上で３２，５００ドル、随分安いけれども決定したと、こういうわけですね。




○建設部長（花城　直政君）

　ハイ。

（「進行」という者あり）




○仮議長（渡口　麗秀君）

　質疑を終結いたします。お諮りいたします。討論を省略いたしまして採決に入ることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○仮議長（渡口　麗秀君）

　御異議なしと認め採決に入ります。日程第５、議案第８号冷房機購入の契約を結ぶことについて原案通り同意することに賛成の方起立を求めます。






○仮議長（渡口　麗秀君）

　賛成多数であります。よつて議案第８号　冷房機購入の契約を結ぶことについては同意することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○仮議長（渡口　麗秀君）

　日程第６、第７号議案「道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて」を議題といたしまして、建設委員会の審査報告を求めます。






○建設委員会副委員長（比嘉　佑直君）

　議案第７号　道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて　委員会の審査経過と結果を御報告申し上げます。

本案は開南交番から平和橋間の道路の新設に伴いその用地を取得するため提案されたものであるがこの用地は総筆数７筆（分筆手続中８筆）ありますが政府補助金の関係で今年度は２筆（分筆手続中３筆）買収することになつた。残りの５筆については新年度に買収する予定とのことであります。なお用地の取得については財産評価委員会の評価格を勘案して関係地主と交渉の上承諾を得たとのことであります。質疑の主なるものを申し上げますと

問　(1)　該道路の延長、幅員、歩道はいくらか

(2)　補償の対象とその種別について

(3)　建物の立退き執行済と未執行件数について

(4)　借家占有者が未執行期間中２～３回変つた場合の補償方法について

(5)　該道路の新設は６５年度から執行し６７年度で完了の予定だがその見通しについて

答　(1)については延長が１２０ｍ幅員は中間で１８ｍ歩道が３．５ｍである

(2)については家屋、店舗の移動に伴う附帯工作物、移転先における休業、転業等による特異補償更に借家に対する補償家族に対する補償、尚諸経費等がある

(3)については総建物５５棟の内２２棟が契約済みで３棟が執行済、未執行が３０棟である

(4)については家主とも話し合い補償の対象にしていない。市としては定期的に調査を行い二重補償がないように注意している

(5)については６７年度の補償計画費は９７，３８９ドルであり６５年度は１０％の執行率であるが６７年度までには完了する見通しがついている

　以上のような質疑となお若干の質疑が行われたが結論として本案については全会一致原案どうり同意すべきものと決定いたしましたので各位の御賛同を得たいのであります。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　ただいまの建設委員会の報告に対しまして質疑に入ります。






○黒潮　隆君

　委員長にお尋ねいたします。市が買収しようとしている該土地に建物が相当あるわけです。これが何件登記されているかですね、それともう１点、受益者分担金についてはどういうふうになつておるか、と申しますのは都市計画の一環として今寄宮地区区画整理事業を進めておりますがいわゆる地主が利益を受けるというようなことで公益減歩あるいは工事費の一部を地主負担させているわけです。この場合にもここに道路ができることによつてその道路に面する地主は相当の利益を受けるということになると、思うわけであります。そういつた点から言えば利益を受ける地主に受益者分担金というのが課されるようになつている、なつているとすれば地主の負担が幾らになるのか、工事費の何パーセントあるいは何件そういうふうな該当するのか、そういうふうな点についてお伺いいたします。






○建設委員会副委員長（比嘉　佑直君）

　お答えします。１番目の登記の件でございますが、これはほとんど登記されておりません、２、３はあると思うという答弁でございました。それから受益者分担金の件でございますが、これは現在の段階では取れないと、都市計画事業として認可を受けるときに受益者分担金というのは取れるんであつて現在の段階では取れないという答弁であります。




○黒潮　隆君

　ただいまの委員長の報告によりますと、ほとんど登記されていない２、３件はあると思うというふうな答弁だつたというふうに聞いておりますが、他の権利の設定を消滅させなければならないというふうな点からですね、それは明確にし、はつきりしてから取得すべきじやないかというふうに本員は考えるわけです。と申し上げますのは久場川においても墓の場合には移転補償ではなかつたわけです。あくまでも改葬補償すべきじやないというのは、大体二つの理由だつたと記憶しております。いわゆる不法建築だとか、あるいは不法占拠だというような理由で補償はしないということでありました。ここの場合にもやはり登記がされている場合は第三者に対してこういつた補償の要求、法的にも強みがあるわけですね、しかし、もちろん借地権というのは第三者には及ばないわけです、ところがやはり建物が登記がされているという点でもずいぶん違うじやないかというように本員は理解するわけです。それと、やはり問題にすべきのは条例ですね、条例の取得前の調査他の権利の設定されている権利を消滅させるということ、これは久場川の土地を取得したときにも農作物の補償については地主の上原清善氏に負担させる、墓の改葬費については那覇市が負担しております、ここの場合にも地主のそういつた他の権利を消滅させるために地主が努力しなければならない点があるのかですね、というのは取得前の調査というところに市の落ち度があるんじやないかと本員は考えるが、その点を明らかにしていただきたいと思います。

（「もう一回おつしやつて下さい」という者あり）

登記がですね、ほとんどされていない、そして２、３件はあるかも知らぬということですね、これははつきり調査をされていないということですね、それは条例でいう土地を買う前にですね、調査して、そしていろいろな権利がありますね、それを全部消滅させなければならないということだと理解するわけです。これがどういうようになつているかということですね、それからもう一つは久場川の土地を上原清善氏から買つたときには農作物の補償については上原清善氏が、地主が負担したわけです。墓の場合には那覇市が負担したわけです。ここの場合にもそういうふうなのがあるのかですね、それを委員会で質疑されていなければ当局に答弁させていただきたいと思うわけです。




○建設委員会副委員長（比嘉　佑直君）

　その点は委員会でははつきり質疑されてないわけです。ただ久場川の場合とは全然違うと、向こうは許可なしでつくつたもんであつてその点非常に違うところがあるという点までは答弁がなされておりますが、今おつしやる件については質疑されておりませんので当局のほうから説明をお願いします。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　休憩いたします。

	（午前１０時４３分　休憩）

	（午前１０時４４分　再開）




○仮議長（渡口　麗秀君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。




○建設委員会副委員長（比嘉　佑直君）

　黒潮議員の受益者分担金のことでございますが、私都市計画上の問題を話しましたが、あれはこの道路が開いてあとですね、区画整理をして、そのときにですね、これを取るんであつて今のところ全然考えていない、どうせあそこは道が開いたら区画整理するわけですね、スラム街になつているわけですから、当局のほうからお願いします。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。建物の登記が２、３件あるだろうというように報告申し上げましたけれども、これは実際には調査中でございます。

われわれはこの道路工事をする場合にこの建物が登記されているかいないかそういつたのは問題でない。実際のものを補償すればいいんだからということであります。今８番議員は久場川のことをおつしやつておられますけれど久場川と、こことは全然違うと私らは考えております。普通、財産を購入して、そこで何か商売をするというならばそこにある物件はその所有者が立ちのいてもらわなければいけませんけれども、これは都市計画道路として当然これはわれわれが土地を買い、そしてある建物、物件もみな転移しなければ道路工事ができないわけですからこの場合とは全然違うと私は考えております。それから今委員長から報告ありましたが受益者分担金の問題は都市計画事業として認可を受けるときにこの周辺の利益を受けるものから受益者分担金として徴収するというような施行規程もつくつてそして行政主席の認可を得なければこれは執行できないもんでありまして、当時これは単なる土木事業として都市計画事業として単なる道路工事としてやるというようなことでこれは受益者分担金の制度は認可を受けないわけです。だから今からそれを取るということは非常に問題があるのでこれは取らないわけであります。ただし、なるほど言われるように道路が開きますというとこの道路の両側は非常に利益を受ける、これは儀間議員からも委員会におきまして質問がありましたけれども将来ここは那覇市のスラム街改消の調査区域の中に入つておりまして、どうせ将来はスラム街改消をするときにはそういつた区画整理方式でもつてやつていかなければならない、ということから考えていきますと当然そこでいろいろな減歩というものが出てきますので受益者分担金というような問題も当然そのときにはそういつた負担がかかつてくるんだというようなことでありますので何も差しつかえないじやないかと考えております。






○又吉　久正君

　質問いたします。これは２筆の取得でございますけれども、あと残りの５筆は６６年度予算で取得するという御説明でございましたが、残りの５筆について地主との交渉はどうなつておるのか、６７年度予算で間違いなく取得できるのか、どの程度交渉を進めているのか、お答え願います。






○建設委員会副委員長（比嘉　佑直君）

　この点につきましては評価の問題で今もめているようでありまして、これがきまつたら２５０ドルと最高を押さえられてきますので話はしやすいと、６７年度では自信をもつてできるということでございました。






○又吉　久正君

　評価の問題で今はつきりしてないとおつしやつておられますが、評価と申しますと、６１の１番は２５０ドルすぐ宅地とくつついているところが100ドルとこういうふうな評価でありますが、これをこの１００ドルで売つたのもそれを評価として市が買いあげたのか、差があまりあるんだが、どういう理由であるか、この１００ドルで売つた地主は善意的に売つているのか、評価委員としても１００ドルを評価とみているのか。その点をお答え願います。




○建設委員会副委員長（比嘉　佑直君）

　お答えします。中谷さんの中の土地とこれが１００ドルと、それから水上店舗側の志喜屋さんの土地が２５０ドルと、これはあんまり評価が違い過ぎるんじやないかというお説でございますけれども、これは評価委員会の決定範囲内の額でありまして妥当な線だと私は考えております。建設委員会の方は中をよくごらんになりましたけれどもおわかりだと思いますけれども、中のほうは結局スラム街というようなことで商い活動が全然なされておらぬ、もちろん、そこで「マチヤグワー」をしておられる人、そこでまたいろいろミシンをもつてきて家庭工業をなされている人、そういつた方はおられますけれども、現在水上店舗側とは比転にならぬほど安いんだということでございます。それから残りの５筆の問題でありますけれども、これは現在ずつと予算はまだ計上されておりませんけれども６７年度に予算計上いたしまして執行していこうというような考えでございます。それは現在予算はないけれども、断続的に話し合いは進めていつております。だからして６７年度に予算が計上されるならば完全にこれはできるものだとわれわれは確信をもつております。




○又吉　久正君

　部長さんの御説明ではスラム街があつてそこは評価は安いとこれはもちろんそうだと思いますが、しからば６４番の地主はこの道路に取られた３７５坪を差し引いて周囲にどの位土地が残るか、それをお願いします。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。中谷さんの土地は約１，４００坪でございまして、今後の道路につぶれる土地の面積は３７５坪でございますから約１，０００坪は残るわけであります。

○又吉　久正君

　ただいまの部長さんの説明ではやや納得がいくわけですが、その道路を通したならば大体左右にこの人の土地がまだ１，０００坪位残るということですね（「はい」という者あり）ああ、そうですか、そうなるとやつぱし受益者負担にもなるという考え方で、それからもう１点、交番所がちようど道路の中心付近になるが、この交番所はそのままその位置におくのか、将来の計画はどうなつているか。

○建設委員会副委員長（比嘉　佑直君）

　その点についても審議されておりません、当局のほうからお願いします。

○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。この道路計画巾員は１８メーターになつておりまして、交番が設置されるときもそれに支障がないように建てられておりますので交番の移転ということはないと思つております。






○久高　友敏君

　１点お尋ねいたします。この道路計画の中には井戸があるわけですが、その井戸はどういうようになるのか、これも賠償の対象になるかどうかお尋ねいたします。






○建設委員会副委員長（比嘉　佑直君）

　これも審議されておりません。当局からお答え願います。






○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。補償の対象というふうになります、これは補償は建物の移転の補償それからそこに営業しておれば営業補償休業補償いろいろな補償の項目がたくさんありますけれども、構造物としての補償これは補償してやらなければならないもんであるというように考えております。




○久高　友敏君

　補償するというならばむしろこの井戸はその本人に埋めさせてあとに補償すべきじゃないかとこう考えます。一応市が買い取ればその土地ともに那覇市のものになるわけですから、ほかから土地をもつてきてそれを埋めさせて補償の対償にすべきでないかと思うが、これに対してどう思うか。（笑声あり）




○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。この井戸を補償する場合にはこれと同じような井戸が掘れるような建設実費を補償しようというわけであります。補償したら向こうで掘るわけであります。ここは結局補償をしたわけですから埋めるのは当然土木事業としてやらなければならないと考えおります。




○久高　友敏君

　この井戸は地主が掘つたのか、借地人が掘つたのか、その経過をお調べになつたことがあるかどうか。




○建設部長（花城　直政君）

　私今資料をもつておりませんのでわかりませんが、実際補償する段階になつてこれは誰が掘つたのか、借地人が掘つたのか、地主が掘つたのか、そのときになつて調べようと、まだ私は資料をもつておりませんけれども補償の段階で誰に補償すべきかということはどうしても調べなければなりませんので。




○久高　友敏君

　これがはつきりしないと予算の関係で補償の関係が出てくると思います。と申し上げますのはこの土地は中谷さんの土地であるが、中谷さんが現に使つたんじやなくして、その使用者がその周辺に宅地を割り当てられた、当時水が不自由のために掘つたということも聞き及んでおります、しかしこれは便宜上土地を借りたからかつてに掘つたということを聞き及んでおりますが、そうなるとこの地主の承諾を得ていなければ補償の対象にならないんじやないか、つまり久場川の問題にもありますとおり地主の承諾を得ないで堀りとばしたんだからこれは補償すべきじやない、むしろその土地をほかに運んだために罰をすべきだという意見も出ておつたわけです。だから地主の承諾を得ないで水を使うために掘つたとするならば、むしろこれは久場川方式からいうとこれはむしろ罰にあたいするんじやないか。また了解を得たとか、得なかつたということは今から調査をするということをいつておりますが、しかし現実においてこれは取得することによつて、もうすでにこの道路の形になるわけであります。したがつてこれは必然的に埋め立てなければならない、あるいはそれにふたをして防火用水に使うという見解も出てくるかと思いますが市のほうとしてはどういう見解をもつておりますか、それをお尋ねいたします。




○建設部長（花城　直政君）

　これはやつぱり自分で工事のときに埋めます、何もここに防火水槽というものは考えておりません、必要であればまた消防のほうと協議をしまして必要であるならばそういう措置をしたいと考えております。

（「案はないんですか」という者あり）

ありません。今消防のほうから何も申し出はありません、あれば検討してやりたいと思います。

（「埋めるということですね」という者あり）

はい。




○仮議長（渡口　麗秀君）

　これをもちまして質疑を終結いたします。討論はないようですから討論を省略直ちに採決に。

（「議長討論」という者あり）

討論に入ります。






○瀬長　フミ君

　議案第７号、道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて反対いたします。理由といたましては市民の利益を踏みにじり、反市民的な計画のもとになされるからであります。今議案に示されております樋川神里原６１の１と６４番地の土地に生活を営む５３世帯が立ちのかされ、それによつて生活の基盤を失ない、建物を失ない適当な土地さえもない、たとえわずかの補償をもらつて家を建てるにしましてもこの補償だけでは生活はできないという低所得者が多く窮地に追い込まれるからであります。委員長の御説明では５３世帯のうち２５世帯がすでに立ちぬきを承諾したとのことでありますが、本員が調べたところによりますれば１５世帯が承諾し、そのうち３世帯がすでに安謝へ引越し、８世帯は樋川の市営住宅前の道路用地からの立ちぬき者が含まれておるという実情でございます。しかもこの１５世帯の賛成者は強迫によつて賛成させられたり、強制的に立ちのかされたのが実情であります。残りの３８世帯はほとんど、先ほど申し上げました理由により不安におびえ強行に反対しているからであります。そして次に取得を予定されておる５筆の地主はほとんど土地を失うことになり、この土地を売り道路を開通することによつて何らの利益も生まれず、またここで生活の基盤を築きもつとも有利な商業地域としての立地条件のよいところから立ちのかされるということは全家族の生命をも危機に追い込むような政策であり市民の利益にならないと考えられます。予定取得の５筆の地主が承諾しなければ、６１番地の１と６４番地の土地を取得しても道路開通するには相当困難を来たすものと考えられます。樋川交友会地主及び借地人からなる組織でありますが、交友会からは６４年１２月２５日、６５年６月１日２回にわたつて陳情書も出されておるようでありますが、当局からは何ら誠意のある回答が得られず住民は不安にかられています。またこの取得予定の５筆の地主及び借地人が立ちぬきを強行に反対しております。当局はこれらの土地取得の話し合いがつかなければ６７年度内において強行に収用も考えておるとのことでございますがこれらの政策は市民生活と権利を踏みにじり、非民主的な反市民的な行動でありますので現在行われようとしております土地取得にあくまでも反対するものであります。

以上。

（「討論なし」という者あり）




○仮議長（渡口　麗秀君）

　討論を終結し採決に入ります。

日程第６、議案第７号道路用地の取得および売買契約を結ぶことについて、賛成の方の御起立を求めます。






○仮議長（渡口　麗秀君）

　本案は特別議決でございます。現在の出席議員は議長を含めて２５名でございます。法定限度数１７名でございますが賛成が議長を含めまして２１名でございます。よつて議案第７号、道路用地の取得および売買契約を結ぶことについては原案どおり同意することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○仮議長（渡口　麗秀君）

　これで全日程を終了しましたので第７９回臨時議会を閉会します。どうも御苦労さんでございました。



（午前１１時５分　閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　上会議録を調整し署名する。




１９６６年３月１日




仮議長　　　　渡口麗秀　　　㊞




署名議員　　　喜久山朝重　　㊞




署名議員　　　平良真次郎　　㊞
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